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	自治労本部は５月27日、静岡県浜松市で第140回中央委員会を開催しました。
徳永委員長は、冒頭、深刻な事態になっている宮崎県の「口蹄疫」被害に触れ、「畜産農家をはじめとする関係者の緊張と疲労はピークに達している。自治労の仲間である、当該単組の組合員が、総動員体制で昼夜を分かたず、防疫や殺処分対応に努力されている」と述べ「国を挙げての早期解決に向けた対策を求めるが、自治労としても、被害を受けた畜産農家と自治体を支援するためのカンパを行いたい」と理解と協力を求めました。

また、「昨年夏の政権交代から９か月が経過した。１月の中央委員会で『我々、自治労は変革と挑戦をしていかなければいけない』と訴えました。国民の期待が失望に変わっている感があるが、一歩的なマスコミ報道に対して私たち
	は冷静な目で見る必要がある」と指摘しました。

普天間問題については、「本当に沖縄県民の負担軽減になっているのか自治労としても問題が多いと言わざるを得ない。もっと民主党内での議論を尽くすべき」と強調した上で、「日米合意を急ぐことは将来に禍根を残すことになる。政府は原点に返って国民とともに議論を尽くすべきである」と話し、公務員制度の抜本的見直しや消防職員の団結権付与、地域主権改革についても触れました。
最後に、参議院議員選挙について、「重要な結節点となる選挙。自治労のめざす『協力』と『信頼』の豊かな地域社会の創設にむけ、ひとつひとつ政策を実現していくためにも、自治労を代表する唯一の候補者である『えさきたかし』の必勝にむけ自治労の総力をあげてたたかおう」と訴えました。



　
　

　　


青年婦人部書記次長　田屋雄太郎
	５月30日に釧路市で行われた「在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習反対全道集会」に参加しました。全道から1,200人もの参加があり、こんなに多くの人が参加する集会は初めてだったので驚きました。
集会の冒頭、連合北海道の高柳会長が「沖縄の痛みを分かち合うことのみが強調されるが、
	アピール出来たと思います。

　今回、この集会に参加することが出来て貴重な経験が出来ました。網走管内にも自衛隊の駐屯地がありますが、米軍の訓練が実施されないよう、労働組合と市民が一緒になって取り組んでいく必要があると思いました。

	北海道の現状と問題点をしっかりと追及し、矢臼別での訓練移転について反対と中止を求めたい」「７月の参議院選挙、鳩山政権はまだ緒についたばかり。安定政権確立の年として組織をあげて、『藤川まさし』必勝に向け戦う」と集会参加者に訴えました。また、農業者の立場から北海道農民連盟の山田委員長が「根釧原野は酪農の中心地。牛への影響は大きい。連合とともに実弾演習に反対していく」と挨拶しました。

私も矢臼別での実弾演習や普天間基地問題など、国がアメリカの言いなりのままでは、国民は納得が出来ないと思いました。

　集会では「在日米軍基地縮小を求めるアピール」を採択した後、デモ行進を行い、「矢臼別移転実弾演習反対」「在日米軍基地の整理・縮小」「日米地位協定の抜本的見直し」など、全道から集まった皆さんの訴えが、釧路市民に大きく
	




　






























































































【ＹＯＳＡＫＯＩそーらん祭りチケット】を５名にプレゼント


①６月１２日（土）１２：４０～　　大通り８丁目ステージ会場＝３人ひと組を１人に


②６月１３日（日）１１：００～　　ニトリ文化ホール＝３人ひと組を２人に


③６月１３日（日）１２：００～　　大通り６丁目北パレード会場＝３人ひと組を１人に


④６月１３日（日）１２：００～　　大通り６丁目北パレード会場＝２人ひと組を１人に





ご希望の方は、６月７日（月）までに下記事項を記入の上、道本部へメールかＦＡＸでお申し込みください。ぜひ、ご応募を。（道本部ＦＡＸ番号：０１１－７００－２０５３）


ア．ご希望の①～④の番号　イ．単組名　ウ．お名前　エ．連絡先の電話番号







































































在沖縄米海兵隊の矢臼別移転実弾演習





陸上自衛隊矢臼別演習場で５月26日から６月９日まで行われる実弾訓練。沖縄の県道104号越え実弾射撃訓練の本土での分散実施の一環として1997年から一昨年まで実施され、２年ぶり11回目となる。今回の実弾演習に米海兵隊員は約430人が参加している。


道や地元自治体が中止を申し入れた夜間訓練が初日から行われ、午後８時55分～９時半に８発の砲撃音が確認された。道は即刻、北海道防衛局に夜間砲撃の中止要請を行ったが、期間中9日間の夜間砲撃が予定されている。


また、29日と31日には弾着地で火災が発生し、実弾訓練を一時中断して消火作業が行われた。道は原因究明と再発防止を求めている。
































『有給休暇で北海道をもっと元気に！』





北海道は、労働時間が全国平均よりも長く、年次有給休暇の取得率も全国に比べ低いとされています。年休の取得を促進することは、労働者の健康確保につながるだけでなく、士気の向上にもつながります！！北海道の新緑あふれる６月を利用して心身共にリフレッシュしてみてはどうでしょうか！？


※詳しくは、メールですでに周知されているはず！チェックしよう！！








